
 右掲は名古屋の機械商社羽根田商会様の機関誌５月号にあった社長様 

のメッセージのエッセンスです。SDGｓという言葉は環境問題が深刻化して 

よく耳にするようになりました。持続可能な開発目標（SDGs：Sustainable  

Development Goals）を人類の共通課題として２０１５年に国連で全会一致で 

決議されたものです。１７の目標は大きく３つのグループに分かれて 

≪開発途上国≫向け 

１．貧困をなくそう ２．飢餓をゼロに ３．すべての人に健康と福祉を  

４．質の高い教育をみんなに ５．ジェンダー平等を実現しよう ６．安全な水とトイレを世界中に 

≪先進国≫向け 

７．エネルギーをみんなに そしてクリーンに ８．働きがいも経済成長も ９．産業と技術革新の基盤をつくろ

う １０．人や国の不平等をなくそう １１．住み続けられるまちづくり １２．つくる責任 つかう責任 

≪環境≫として 

１３．気候変動に具体的な対策を １４．海の豊かさを守ろう １５．陸の豊かさも守ろう １６．平和と公正をすべ

ての人に １７．パートナーシップで目標を達成しよう 

と大別できますが、同社の佐藤社長は１８番目として「Smile for All」（周りのすべての人を笑顔に）を追加して

社内で展開しようと呼びかけられたのです。この事は当たり前と言えば当たり前ですが、意外に自身が笑顔に

なれずに活動している事に気づかないでいるケースが多いのです。 

 

 

 右掲は商社のポジションです。仕入先とお客様の中間にいて多様なニーズに 

対して多くの仕入先からチョイスして提供する役割です。佐藤社長は、 SDGｓに 

反しない商品をお客様に提供することで「開発者」と「使用者」そして「仲介者」の 

「三方善し」を実現して、その結果、皆が幸せになって「三方笑顔」になろうと呼 

びかけておられます。しかし、現実は「笑顔に」と思っても諸事情が絡みエゴが 

発生してトゲが刺さる事が多いのです。理想と現実のギャップですが、まず、 

家族に視点を当ててみると「笑顔」に出来ているだろうか。「笑顔」にする為の 

３A（安心・安全・安定）は何かを自覚して健康管理を中心に仕事に従事されて 

いると思います。「持続可能」という点では「家族」も時間経過で要求するものが 

変わって行くので、それへの準備も重要です。 

 「家族」という一番大切な存在を幸せにする「仕事」を行なう「会社」という集団 

があります。人の集まりですから皆個性が違っているので各自の仕事が分かれ 

ます。適材適所とは言えども個性の集まりで金太郎飴ではないのでエゴが発生 

してトラブルでギクシャクする事もあると思います。これを乗り越えるには「受容」 

と言いますが「相手」を理解する事が大切です。理解しようとすれば意外な側面 

に気付くのです。実は、人の視野は非常に狭いのです。この狭いことを理解し 

て「長所」を探すようにしたいと思います。相手の方も思いは同じなのですが、 

行動が少し違うだけなのです。違うので自分が理解できないだけと自覚すれば 

見えて来ます。強制できないので自ら笑顔になって「微笑み返し」を願う事が 

ポイントですが、少なくとも故加島祥造先生の詩集「求めない」という心境にな 

れば気分的に楽に行えます。 

 

Ｖｏｌ． 

発行：(有)エー・エム・アイ 

ＭＭＱＣとは「もっと儲かる業務改善」で「業務改善は、人づくり、品質づくり」を実践する着実・前向き・具体的な活動です。 

令和４年９月１日（木） 

標記は「自分以外の人、モノすべてが自分の足ら 
ざるを教えてくれる、そんな謙虚な心持で生活を 
することで人はより磨かれていくという教え」という 
吉川英治さんがよく使われた言葉です。今号は 
お客様の記事を参照にしました。      栩野 

「Smile for All」（周りのすべての人を笑顔に）   

〒545-0001 大阪市阿倍野区天王寺町北１丁目８番４７号４１１号室 
電話：０６（６７１３）４１６１、Ｆａｘ：０６（６７１３）４１６２ 担当：栩野（とちの） 

ワンポイント・アドバイス 
今回は、お客様の機関誌から 

とり上げました。笑顔は「楽しい」

や「健康」のバロメーターです。 

「三方笑顔」という発想が大切で 

すね。私は、お客様の笑顔を想 

像して仕事をするようにしていま 

すが、皆様は如何でしょうか。当 

たり前ですが意外に忘れている 

のではないでしょ 

うか？お客様の 

笑顔を思い浮か 

べると自然と自分 

も笑顔になっ 

ています。シン 

プルです。 

「三方笑顔」 
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